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香
漬
晋
は
、
一
九
八
三

O
年
新
谷
に
生
ま
れ
た
。
幼

少
の
こ
ろ
よ
り
神
童
の
詰
ま
れ
が
高
く
、
学
簡
を
新

mu

谷
藩
の
学
者
児
玉
時
山
に
学
、
ひ
、
学
業
大
い
に
あ
が

b
m出
り
、
十
五
歳
の
と
き
新
〈
合
藩
塞
奉
行
守
震
書
記
に
迂

:
1
 

ゆ
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
五
八
年
仁
江
戸
へ
行
き
儒
学
に
励

E
ヨ
む
ん
だ
た
め
学
識
大
い
に
上
り
、
さ
ら
に
勤
皇
の
志
を

3
1

村
強
毘
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

渡
ど
一
八
六
一
年
に
は
、
帰
藩
し
て
藩
校
の
司
読
師
と

香
日
な
っ
た
が
、
一
八
六
二
年
三
÷
三
歳
の
と
き
、
天
下

J

の
大
勢
を
顎
究
す
る
こ
と
が
大
詰
で
あ
る
と
考
え
上

京
し
た
。
京
都
で
は
、
薩
・
長
・
土
・
盟
の
士
山
土
と

匿
事
を
議
じ
、
明
治
維
新
に
古
い
て
は
建
邑
書
を
提

出
し
て
腎
冨
の
方
針
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
事
構
を

天
下
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
財
政
整
理
を
行
な
い

維
新
を
な
し
と
げ
る
基
礎
を
固
め
た
。

一
八
七
四
年
(
明
治
七
)
か
ら
は
岩
会
巽
読
を
た

す
け
、
憲
司
と
し
て
欽
定
憲
法
の
成
立
、
東
京

1
宝
田

森
の
鉄
道
敷
設
、
銀
行
設
立
な
ど
に
力
を
尽
く
し
た
c

さ
ら
に
晋
は
選
ば
れ
て
大
正
天
皇
御
蓑
膏
の
大
任

を
果
た
し
た
。

一
八
八
五
年
(
明
治
十
八
)
か
ら
は
、
窓
呈
の
新

日
を
に
婦
り
、
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
後
進
の
指
導
に
あ
た

っ
た
が
、
遠
近
教
え
を
求
め
る
者
が
多
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
志
る
。
明
治
三
十
五
年
に
病
没
し
た
。

納期は
7尾1B 惨市県民税(第 1期)L二勾の納税



ずおお広報

昭 和59年度教育施設

平野中など-

大
洲
市
は
「
教
育
、

化
施
設
の
整
備
充
実
を
は

人
間
性
豊
か
な
都

の
重
点
施
策

か
り
、

• 

市
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

の
た
び
、
次
の
よ
う
に
新

し
い
校
舎
・
屋
内
運
動
場

が
完
成
し
て
教
育
施
設
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

三久米小

文

ぷ
山
市
小
学
校
校
舎

<-

久
米
小
学
校
の
前
校
舎
は
昭
和
二
十

六
年
に
建
設
さ
れ
、
建
物
が
老
朽
化
し

た
た
め
、
生
徒
の
安
全
面
か
ら
も
改
築

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

校
舎
の
改
築
は
、
昨
年
九
月
に
着
工

し
て
本
年
三
月
十
二
日
に
完
成
し
ま
し

た。
新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
三
階
建
、
面
積
は
千
六
百
七
十
四

平
方
灯
、
総
工
費
二
億
二
千
百
五
十
万

円
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

校
舎
は
屋
根
に
傾
斜
を
も
た
せ
て
排

水
を
よ
く
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

多
様
化
す
る
教
育
事
情
を
考
え
て
、
視

聴
覚
室
な
ど
六
つ
の
特
別
教
室
を
設
け

て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
普
通
教
室
六
、
保
健
室
、

印
刷
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

久米小学校校舎

北
中
学
校
の
校
区
で
は
、
人
口
の
増

加
に
よ
る
生
徒
増
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
将
来
の
教
室
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
昨
年
八
月
に
増
築
工
事
を
者
工
、

今
年
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

増
築
の
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
で
、
面
積
は
五
百
二
十
七
平

方
灯
、
総
工
費
は
八
千
五
百
万
円
で
完

成
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
増
築
に
よ
っ
て
、
普
通

教
室
が
五
つ
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

平

野

中

学

校

屋

内

運

動

場

今
ま
で
、
平
野
中
学
校
に
は
屋
内
運

動
場
が
な
か
っ
た
た
め
小
学
校
の
屋
内

運
動
場
を
か
り
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
不
便
な
点
も
多
く
屋
内
運
動
場
の

完
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
去
年

八
月
に
工
事
を
着
工
し
、
本
年
の
二
月

に
待
望
の
屋
内
運
動
場
が
完
成
し
ま
し

た。
新
し
い
屋
内
運
動
場
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
平
家
建
で
、
面
積
は
七
百

二
十
平
方
灯
、
総
工
費
は
八
千
九
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

内
部
に
は
、
パ
レ

l
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
設
備
が
整
い
、
パ
レ

i
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
練
習
用
の
コ
ー

ト
が
二
面
と
れ
る
広
さ
で
す
。

関
係
者
各
位
を
む
か
え
、
三
月
八
日

に
落
成
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

菅
田
小
学
校
の
校
区
で
は
、
最
近
宅

地
の
造
成
な
ど
に
よ
り
、
人
口
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
将
来
の
児
童
数
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
校
舎
の
増
築
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

工
事
は
昨
年
の
九
月
に
着
工
さ
れ
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
面
積
は

四
百
八
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費

は
七
千
二
百
万
円
で
し
た
。

増
築
さ
れ
た
校
舎
に
は
、
普
通
教
室

四
と
茎
庭
科
室
が
設
け
ら
れ
、
将
来
の

教
室
不
足
を
解
消
で
き
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
の
落
成
式
は
三

月
二
十
一
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
菅
田
保
育
所
も
、

A
7
年
度
よ

り
、
定
員
を
二
十
名
増
や
し
、
百
十
名

の
定
員
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
四
施
設
が
昭
和
田
年
度
に
な

さ
れ
た
主
な
教
育
施
設
で
す
。

新
し
い
建
物
の
中
で
子
供
た
ち
が
、

元
気
に
勉
強
し
、
運
動
し
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
明
る
く

元
気
に
成
長
し
て
、
大
洲
市
を
担
う
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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成
人
者
も
入
国
し
、

大
洲
学
園
が
、
四
月
二
十
四
日
に
富
士
山
中
腹
か
ら
市
木
に
移
転

し
、
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
築
移
転
を
機
に
成
人
者
の

入
園
施
設
も
併
設
さ
れ
て
、
よ
り
充
実
し
た
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

大
洲
市
立
大
洲
学
園
が
完
成
し
、
四

月
二
十
四
日
、
新
築
落
成
式
が
市
木
に

完
成
し
た
新
園
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

落
成
式
に
は
、
近
田
大
洲
市
長
、
父
兄

な
ど
関
係
者
百
人
あ
ま
り
が
出
席
し
て

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

大
洲
学
園
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
、

大
洲
市
内
で
始
め
て
の
精
神
薄
弱
児
施

ずおお広報

貫
し
た
更
正
施
設
に

設
と
し
て
富
士
山
中
腹
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
二
十
四
年
あ
ま
り
、
薄
弱

児
の
独
立
自
活
を
め
ざ
し
て
運
営
さ
れ

て
き
ま
し
た
υ

し
か
し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、

ま
た
、
富
士
山
中
腹
と
い
う
立
地
条
件

に
よ
り
交
通
の
便
な
ど
が
不
便
で
、
か

っ
、
地
す
べ
り
を
起
こ
し
ゃ
す
い
地
域
で

あ
る
た
め
移
転
改
築
が
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
成
人
に
達
し
た
精
神
薄

弱
者
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
難
な
ど
に

よ
り
、
成
人
者
施
設
の
増
設
も
望
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

県
下
初
の
児
童
・

成
人
者
の
施
設
ヘ

大洲学園

大
洲
市
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
大
洲
学
園
の
移
転
新
築
は
、
昭

和
五
十
九
年
の
十
月
に
着
工
し
、
今
年

の
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
、
精
神
薄
弱
児
施
設
な
ら
び
に
精
神

薄
弱
者
更
生
施
設
を
併
設
し
た
大
洲
学

園
児
童
部
、
成
人
部
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
は
、
敷
地
面
積
六
千
八

百
五
十
六
平
方
引
で
、
建
物
は
本
館
が

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
、
千
六
百

六
十
六
・
七
三
平
方
灯
、
指
導
棟
が
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建
、
二
百
二

十
二
平
方
灯
、
作
業
棟
が
鉄
骨
造
平
家

建
二
百
平
方
灯
の
三
棟
で
延
面
積
は

一
一
千
八
十
八
・
七
三
平
方
引
で
す
。
総

工
費
は
、
二
億
七
千
四
百
万
円
で
す
。

設
計
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
と

成
人
を
通
じ
て
一
貫
し
た
保
護
お
よ
び

更
生
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
内
部
機
能
の

充
実
に
配
慮
し
ま
し
た
。

充
実
し
た
施
設
内
容

新
し
い
学
園
の
収
容
定
員
は
、
精
神

薄
弱
児
施
設
(
児
童
部
)
が
三
十
人
、

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
(
成
人
部
)
が

四
十
人
で
合
計
七
十
人
と
な
っ
て
い
ま

」
9

本
館
は
、
成
人
棟
、
児
童
棟
に
分
か

れ
て
お
り
、
児
童
部
と
成
人
部
の
共
用

に
よ
り
、
施
設
の
利
用
度
が
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
中
軽
度
の
入
園
者
の
居

室
を
二
階
に
置
く
な
ど
、
入
居
者
の
安

全
対
策
に
も
工
夫
が
な
さ
れ
、
機
能
的

な
配
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

指
導
棟
は
、
本
館
に
隣
接
し
て
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
指
導
棟
に
は
、
指
導

室
が
六
室
あ
り
、
専
門
的
な
指
導
教
育

を
行
い
、
将
来
の
自
力
更
生
に
そ
な
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
棟
に
は
、
作
童
室
が
一
二
室
あ
り
、

木
工
、
手
芸
縫
製
、
農
芸
、
レ
ン
ガ
・

ブ
ロ
ッ
ク
製
造
な
ど
の
職
業
訓
練
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一 3

現
代
の
よ
う
に
変
動
の
激
し
い
社
会

に
あ
っ
て
、
心
身
上
の
障
害
を
持
っ
た

人
々
が
、
等
し
く
健
全
な
社
会
生
活
を

営
む
る
こ
と
が
理
想
的
な
社
会
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
調
和
の
と
れ
た
福
祉

社
会
守
つ
く
り
が
今
後
一
層
望
ま
れ
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
な
時
に
、
大
洲
市
立
大
洲

学
園
が
新
築
完
成
し
、
環
境
の
よ
い
市

木
地
区
で
、
薄
弱
児
お
よ
び
薄
弱
者
の

自
立
更
生
を
目
指
し
て
運
営
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
学
園

宮

@
2
0
2
5



ずおお

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る

広報

六
月
は
市
• 

県
民
税
の
第

期

六
月
は
、
市
民
税
・
県
民
税
の
第
一
期
を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。

本
年
度
も
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
均
等
割
の
改
正

均
等
割
の
額
が
、
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
税
千
五
百
円

県
民
税
七
百
円

改
正
前
は
そ
れ
ぞ
れ
、
千
円
と
五
百

円
で
し
た
。

所
得
割
の
税
率

所
得
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
な
だ

ら
か
な
累
進
課
税
が
望
ま
し
い
と
い
う

見
地
か
ら
、
最
低
税
率
を
改
定
し
、
ま

た
税
率
適
用
所
得
階
級
の
刻
み
方
の
調

整
が
図
ら
れ
、
表
什
の
と
お
り
市
民
税

の
税
率
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

給
与
所
得
控
除
の
引
き
上
げ

給
与
所
得
者
に
対
し
て
、
給
与
収
入
金

額
か
ら
差
引
か
れ
る
給
与
所
得
控
除
金

額
が
表
。
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
と
。

控
除
対
象
配
偶
者
等

の
所
得
要
件
の
緩
和

配
偶
者
控
除
ま
た
は
、
扶
養
控
除
の

適
用
対
象
と
な
る
給
与
所
得
者
な
い
と
の

所
得
限
度
額
が
三
十
万
円
か
ら
三
十
三

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

生
命
保
険
料
控
除

個
人
年
金
保
険
な
ど
の
掛
金
に
つ
い

て
、
現
行
の
生
命
保
険
料
控
除
の
別
枠

で
三
千
五
百
万
円
を
限
度
に
所
得
控
除

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
専
従
者
控
除
の
引
き
上
げ

一
従
控

円
か

げ
ら

~j( 正 後 改 正 前

適用課税所得 税率 適用課税所得 税率

20万円以下の金額 2.5% 30万円以下の金 額 2 % 

20万円を超える金額 3 30万円を超える金額 3 

45万円 // 4 457j円 イシ 4 

70万円 // 5 70万円 イン : 5 

95万円 イシ 100万円 // 6 

120万円 川ン 130万円 '" 7 

220万円 イシ 8 230万円 イ〉 8 

370万円
哩_---

ペ〉 9 

570万円 イン 10 

950万円 ク 11 

1.900万円 イシ 12 

12，9町円 イ〉 13 

14，900万円 4シ 14 

入
が
百
九
十
一
万
二
千
円
に
な
り
ま
す
。

与得る妻引
収割世とき

給与等の収入金額 給与所得控除額

142.5Ji円以下 57万円

142.5万円超 165万円以下 (収入金額X40%)

165万円芯 330万円以ド (収入金額x30%)+ 165，000円

330万円超 600万円以下 (収入金額x20%)+ 495，000円

600}j円超 1，000万円以下 (収入金書iix10%)十1，095，000円

1，000万円超~ 似金額x5 %) + 1，595，000 fIl[ 

市
県
民
税
の
計
算
の
し
く
み

次
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

所得割額口(昭和59年中の所得

金額一所得控除) x税率

十

均等割額=2，200円

(市1，500円・県700円)

表(う

詳
し
く
は
税
務
課
市
民
税
係
ま
で
o

E
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
6
・
2
4
7

市県民税額昭和60年度

表(二)

固
定
資
産
税

昭
和
六
十
年
度
基
準
年
度
評
価
替
に

伴
う
税
負
担
の
急
増
を
防
ぐ
た
め
、
昭

和
六
十
年
度
か
ら
六
十
二
年
度
ま
で
各

年
度
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
新
た

に
次
の
負
担
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

土地に係る固定資産税の負担調整措置の改正

宅地等(農地以外) 般 農 地

上昇率 (rn~年評価額 負担調整率 上昇率 (rn~年評価額 負担調整率
59年課税標準額 59年課税標準額

1. 31音以 Fのもの 1.10 1.15倍以下のもの 1.05 

1.3倍を超え1.5倍以下のもの 1.15 1.15倍を超え1.3倍以下のもの 1.10 

1.5倍を超え1.7倍以下のもの 1.20 1.3倍を超え1.5倍以下のもの 1.15 

1.71音を超え1.9倍以 Fのもの 1.25 1.5倍を超えるもの 1. 20 

1. 91音を超えるもの 1.30 

4 ー

固
定
資
産
税
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
4



手

続

き

一

市

立

大

洲

病

院

'
受
給
資
格
が
あ
る
の
に
ま
だ
申
請
子
川

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
二
一
…
待
望
の
眼
科
常
設

人
目
の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
は
、
川
眼
科
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
週
一
回

「
児
童
子
当
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
川
の
診
療
で
し
た
が
、
五
月
(
円
か
ら
愛

て

下

さ

い

。

川

媛

大

学

の

一

色

辰

朗

先

生

に

ご

着

任

し

・
公
務
員
と
公
共
企
業
体
の
職
員
の
入
山
て
い
た
だ
き
、
毎
U
(
休
日
は
除
く
)

は
、
勤
め
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
川
診
療
で
き
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
へ
あ
間
川
ま
た
、
長
い
間
市
ヌ
大
洲
病
院
に
勤

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

0

1

1

4

!

1

イ
1
1
1
1
J
I
-
-

宮
⑪
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1
1
1
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線
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本
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光
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邦
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信

重
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臨

め

¥
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訟
逼
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¥
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い
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¥
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¥
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益
応
遺
閉
め
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/
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司
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書
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コ

園
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一
ト
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日

せ
こ
ダ
¥
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韓
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町
制
玉
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八
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八
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一
ド
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ゎ

・
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、
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ι
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I
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町
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ト
l
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ト
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川

読

一

一

、
till

ノ
一
三
く
一
三
く
一
一
色
与
え
一
三

1

4

f

M

不思

σ向
子

孔

川

詔

一

一

引

一

長

長

一

長

五

り

7
¥夜
、
、
入
[
斗

F

川
病
一
一

f
i一;+一

F
¥

十

¥
1
h
ズ(」
3
・

4レ
ミ
一
川
州
一
名
一
卜
一
生
口
立
口
一
し
斗
口
屯

「

(
h
十
σ

戸
鞍
土
〆
一
九
一
一
げ
一
科
一
一
一

/
1
4
・U
A

弐
可
ペ
込
舗
寸
L
l
L乙
山

立

一

一

長

一

人

第

一

第

竺

A

V

/

t

h

〉ぷ十
i

川

市

瓦

一

吋

日

汁

一

斗

汎

争

ぢ

い

一

q

一
品
三
平
主

一

一

院

一

局

外

一

内

巾

と
、
契
約
が
履
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
た
契
約
書
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
当
事
者
一
二
三
三
二
=
一
一
三
一
一
一
一
一
一
汀
訂
刊
日
日
計
計
計

っ

て

生

じ

た

損

害

を

賠

償

し

な

け

れ

ば

の

住

所

・

氏

名

・

締

結

年

月

日

を

書

い

川

こ

の

機

会

に

向

宅

で

消

費

生

舌

に

つ

な
り
ま
せ
ん
。
高
額
の
契
約
を
す
る
と
て
印
を
押
し
ま
す
o

契
約
内
容
を
よ
く
…

H

く
ら
し
の
通
信
講
座
4

い
て
宇
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
o

き

は

、

慎

重

に

考

え

る

こ

と

が

大

切

で

読

ん

で

確

か

め

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

川

申

込

は

、

往

復

ハ

ガ

キ

で

住

所

、

氏

す
o

印

鑑

は

実

印

で

も

認

印

で

も

効

力

は

川

受

講

者

を

募

集

名

、

年

齢

、

電

話

番

号

を

記

入

し

、

六

成

立

の

条

件

同

じ

で

す

。

三

文

判

だ

か

ら

と

気

軽

に

川

月

十

五

日

ま

で

に

。

募

集

人

員

は

八

百

契
約
は
当
事
者
双
方
が
契
約
を
結
ぶ
捺
印
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
山
県
内
で
消
費
生
活
に
関
心
の
あ
る
人
人
で
、
多
い
場
合
は
抽
せ
ん
で
す
。

こ

と

に

合

意

す

れ

ば

成

虫

し

ま

す

。

く

ら

し

の

相

談

窓

口

山

を

対

象

に

し

て

、

昭

和

六

十

年

度

く

ら

申

込

先

契
約
は
口
約
束
だ
け
で
も
成
立
し
ま

O
八
幡
浜
地
方
局
県
民
生
活
課
山
し
の
通
信
講
座
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー
通
信
講
座
係

す
が
、
あ
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

O
生

活

セ

ン

タ

ー

叫

す

。

学

習

期

間

は

七

月

か

ら

来

年

二

月

一

Tm
松
山
市
三
番
町
八
「
目

に
、
書
面
に
約
束
し
た
内
容
を
記
載
し

O
市

役

所

商

工

観

光

課

川

ま

で

で

す

。

受

講

料

は

無

料

で

す

。

二

三

四

児
童
手
当
の
現
況
届

提
出
を
六
月
中
に

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
を
、
現
在

受
給
し
て
い
る
方
は
、
六
月
一
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
の
間
に
、
「
児
童
手
当
現

況
届
L

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
、
引
き
続
い
て
児
童
子
当

を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得
の

状
況
と
、
六
月
一
日
現
在
で
の
児
童
養

育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

も
し
も
提
出
し
な
け
れ
ば
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
六
月
分
以
後
の
支
払
い

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

児
童
手
当
の
受
給
資
格

-
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
、
三
人
以
上

ず

契
約
は
慎
重
に

契
約
と
は
、
権
利
や
義
務
が
生
ま
れ

る
約
束
の
こ
と
で
す
。
相
手
に
約
束
し

た
こ
と
を
実
行
す
る
よ
う
に
求
め
る
権

利
が
あ
る
反
面
、
白
分
も
契
約
を
履
行

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

契
約
の
履
行
を
一
方
的
に
拒
否
す
る

おお広報

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以

上
が
義
務
教
育
終
了
前
(
中
学
校
卒
業

前
)
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。

-
申
請
す
る
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額

に
達
し
て
い
な
い
こ
と
。

務
さ
れ
、
市
民
の
福
祉
と
医
療
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
副
院
長
の
福
井
徹
先
生

(
内
科
)
が
、
三
月
三
十
一
日
を
持
っ

て
ご
退
職
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
わ
、
副
院
長
職
は
当
分
空
席
で
す

が
、
内
科
医
と
し
て
愛
媛
大
学
医
学
部

か
ら
佐
々
木
達
郎
先
生
に
ご
着
任
い
た

だ
き
診
療
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

rコ '1-1 '7f7 一口ドムA ミI I'''J 去二丈 H_~ 

外科第二部 長 堀 JI/ 日百 'τ日圭了

整 形外科部 長 )1/ 哲 哉

皮膚泌尿器科医 長 丸 国 直基

日長 干;十 医 長 色 辰 朗

内 科 医 長 佐々木 達 自/5

皮麿科(火曜日) 牧 里子 嘉 幸

イシ (金曜日) 竹 宮 耳三歪口三 r也1主

「
h
J
V



ず

水道週間 1

おお広報

ふだん、何げなく使っている水、水道の水、海の水、ボトルに

入った「おいしい水」、あるいは雨、そして雪など私達のまわりに

さまざまな水が、あふれています。人が暮らしていくのにどうは、

しでも必要な水をもう一度考えてみましょう。

I 事 庖 名 イ主 所 まi

淳山水道工事出 i廿 iJ 24-2583 

いの水道工事!苫 国 iJ 24-2216 

内出電気水道設備 {~主 森 25-5532 

大 士み: 主失 工: 所ー 新f 1小コ; 25-0300 

同 信 ノk道工事自 常磐町 24-3656 

奥f:lJ 水近商会 中出 木 25-4107 

神 RJ 3失 工 所 京大川| 23-3004 

城 jJ 電 業 社 f忠 ボー 25-2944 

久 f呆 鉄 工 fザ「 八多喜 26-0537 

f蔵 日f ;J: 道 広 予 里子 24-5968 

イ主 i~長 ;1-: 道 l，t~ 中 十f 24-4410 

清水水道商会 大 行ι1'1 24-6232 

ィ屯 i司 ;1-: 道 !占 来斤 ク'-'ミ 25-0901 

附土居鉄工所 東大川、I 24-4519 

中野管工事工業 中 ホナ 24-3792 

昨i F 水 道 f主設 若 E己ュ 24-4577 

jJg 日j ;1-: 道 j占 八多喜 26-0265 

浜田ポンプ自 日j Il 24-3086 

lT_ 加 主失 工 所 八多喜 26-0020 

原 壬同又TL {麓 大 i1'i'1 24-3783 

表覧市 公認 業者清
流
肱
川
の
あ
る
大
洲
市
で
は
、
過

去
に
洪
水
な
ど
の
被
害
を
う
け
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
水
不
足
を
経
験
し
た

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
ゼ
ん
。

し
か
し
、
安
心
し
て
使
え
る
き
れ
い

な
水
は
無
尽
蔵
に
あ
る
わ
け
で
は
、
あ

り
ま
せ
ん
。
夏
の
降
水
量
の
す
く
な
い

時
に
は
、
反
対
に
ぷ
の
需
要
量
が
増
え

る
た
め
、
い
つ
水
不
足
に
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
水
を
大
切
に
使

う
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
使
わ
れ
る
ム
タ
な
水

V
歯
み
が
き
ゴ

y
プ
二
一
一
杯
程
度
で
す

む
街
み
が
き
も
、
流
し
っ
ぱ
な
し
で
は

一
分
間
約
6
t
の
ム
ダ

V
洗
濯
約
削
6
で
す
む
洗
濯
も
ふ
を

流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
れ
ば
加

E
必
要
に

な
り
ま
す
。

V
洗

車

パ

ケ

y
洗
い
な
ら
5
一
杯
で
す

が
、
ホ
ー
ス
洗
い
で
は
却
杯
以
L
L
の
水

が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
風
呂
の
残
り
川
仰
を
洗
濯
、

掃
除
に
使
っ
た
り
、
洗
而
、
炊
事
の
時

六
月
五
日

1
十
一
日

い工ノj-: まる E里 に てみい急行も
公基事道せ公な各よ市 みんだノkノk
認、準のノk ん認ど家りの ， まなろがの
はが 工を 0 業 を庭厳給公水せのうで IB
、設法 利 こ 者 行てるしぶ呈司、長ん水」きを

表け、用れでわ水いし Eる 1邑かをとま 認 可
のて使しはなれ 道管 ての 工 。大 いす節
二あ用 て 、 け るの E里い 切う?す
1-る材い家れ 時新をる業事 に意三れ

苦士宮完宅千民共号室者は 守警手 lそ
ででとく安事の改どは 7‘、 よ捨らか
すすにた )l\~ が十旨良い 、 、 うていな

。細め仁で定、ま法 にて はり
かにできす修す律 し、いの

。百Mn"7-ηゐτ-t?>nl'r ηS可戸 η3-r~;?;%η"'''''すザ許可"h%-Q%η"oõt?評~ロゾ羽音有η""勾奇今w宮古昔2方向与0，>ず時~，ず官。号η%ぬ有õ<'"有勾õ<"有""ぢ""宮""~勾司勾R勾玲与す戸育方""'"

してま通 でわ 観量!光 う 化め聞も事「
よ、すの冨すりみをのルの大一弘運て」 、が世世
うよ。財士かに な 損 ゴ デ 名 洲 度 達 動 」 に 六 行 界 界 TCID

O り み 産 山 。 ゴさねミン所に考もなの定月わ環各 tlQ
よんでや ミん て 、 ウ が は え 、 ど テ め 五 れ 境 国 守R

いなあ肱 がにい空イた一、て自を I -，日まデ、ても 4星E
環でり川 散 、まカ l く冨み分くマよ 1す i はJ.e_
境美、は 舌L自すンクさ士まのりのり十 o L 二-..，
を化憩、 し分。がのん山し環広もよーわと毎 ':1劃
つ遂の大 ての 放ああ、よ境げとい日が定年~
く動場 iHI い家 置とり肱うにまに環を国め六回E

りにで市 てや さなま川。っす、境「に多月毘罰
あ協も民 も庭 れどすな い。環を環お彩五 111:司
げカあの 平 の 、、。と て 境も境いな日
ましり共 気ま 美多ゴ観 も 美と週て行を
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…杓…

習
時
…

寧
…
…

濯…生…

2 
充実した

人生を送るために

昭
和
四
十
年
に
「
生
涯
学
習
し
と
い

う
言
葉
が
ユ
ネ
ス
コ
(
国
連
教
育
科
学

文
化
機
関
)
で
提
唱
さ
れ
て
以
来
、
世

界
の
多
く
の
国
々
が
そ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
討
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
国
際
的
な
場
で
生
涯
学
習
は

ど
う
語
ら
れ
て
い
る
の
か
|
|
こ
こ
で

は
、
ュ
、
不
ス
コ
と
O
E
C
D
(
経
済
協

力
開
発
機
構
)
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
、
生

涯
学
習
の
内
容
と
そ
の
具
体
化
に
つ
い

て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
完
全
な
人
間
」
の
形
成

ー
ー
ー
ユ
ネ
ス
コ
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

ず

昭
和
四
十
六
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
委
員

会
か
ら
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
今

後
、
人
々
は
「
完
全
な
人
間
L

を
目
指

し
て
学
習
す
べ
き
だ
、
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
現
代
人
が
「
分
割
さ
れ

た
人
間
」
だ
か
ら
、
と
い
う
の
で
す
。

おお広報

分
割
さ
れ
た
人
間
1
1
i
つ
ま
り
、
所

得
格
差
に
よ
る
社
会
的
な
階
層
や
仕
事

の
内
容
、
あ
る
い
は
、
思
想
・
考
え
方

や
価
値
観
が
一
人
ひ
と
り
違
う
よ
う
に
、

わ
た
し
た
ち
は
社
会
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

に
H

分
割
て
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
自
分
の
専
門
以
外
の
仕
事
の
意
義

を
正
当
に
評
価
し
な
か
っ
た
り
、
価
値

観
の
違
う
人
の
考
え
方
を
理
解
で
き
な

い
、
と
い
っ
た
不
都
合
が
生
じ
か
ね
な

い
の
で
す
。

生
涯
学
習
で
は
、
個
人
の
足
り
な
い

部
分
を
補
う
た
め
に
、
知
性
を
は
じ
め

豊
か
な
情
緒
、
健
全
な
倫
理
感
覚
、
心

人間

形成の

のグ知識 d

学習

身
の
健
康
な
ど
、
人
格
の
基
本
と
な
る

条
件
を
統
合
的
に
備
え
た
人
間
1
1
1
つ

ま
り
「
完
全
な
人
間
」
の
形
成
を
目
標

と
す
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
生
涯
学
習
の
内
容
は
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
知
識
を
伝
え
、
そ
れ

を
詰
め
込
む
こ
と
を
中
心
と
す
る
学
習

か
ら
、
人
間
形
成
を
図
る
た
め
の
学
習

に
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
指
摘
し
て
い

ま
す

/，， 0 I荷
主fit:和"
f i教マ
ス、;膏

N0081 

「
リ
カ
レ
ン
ト
(
錆
環
)
教
育
」

-
1
1
O
E
C
D
レ
ポ
ー
ト
か
ら

生
涯
学
習
は
、
理
念
と
し
て
語
ら
れ

こ
と
は
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
具
体
品

化
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
確
で
は
あ
り
川
知
識
や
認
識
を
子
供
に
そ
れ
と
な
く
教

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
生
川
え
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

涯
学
習
の
具
体
化
に
つ
い
て
書
か
れ
た
川
か
|
|
?

O
E
C
D
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
た
い
へ
ん
川
た
と
え
ば
、
同
和
問
題
に
対
す
る
理

興
味
深
い
も
の
で
す
。
一
解
と
認
識
も
親
の
姿
勢
に
よ
っ
て
子
供

O
E
C
D
は
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
、
学
一
に
微
妙
に
反
映
し
ま
す
。
子
供
は
、
大

校
を
終
え
社
会
に
出
た
人
が
、
必
要
に
川
人
の
会
話
に
敏
感
で
あ
り
、
そ
の
内
容

応
じ
て
再
び
学
校
へ
戻
っ
て
教
育
を
受
川
を
把
握
で
き
な
く
と
も
、
そ
の
雰
囲
気

け
る
、
と
い
う
方
式
を
提
案
し
ま
し
た
ハ
川
で
親
の
考
え
方
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま

こ
れ
が
リ
カ
レ
ン
ト
(
循
環
)
教
育
で
一
す
。
特
に
、
親
が
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し
た

す

。

山

り

、

緊

張

感

の

あ

る

話

を

す

れ

ば

、

チ

し
か
し
、
社
会
人
が
学
校
教
育
に
専
…
供
は
そ
の
こ
と
を
印
象
的
・
象
徴
的
に

念
す
る
こ
と
は
、
一
時
的
に
は
せ
よ
、
山
と
ら
え
て
い
く
よ
う
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
職
場
生
活
か
ら
離
れ
る
こ
一
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
考
え
は
、

と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

o
E
…
身
近
な
父
母
、
友
人
な
ど
か
ら
伝
え
ら

C
D
で
は
「
教
育
有
給
休
暇
し
を
制
度
山
れ
小
中
学
生
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
い

化
す
る
こ
と
も
併
せ
て
提
起
し
て
い
ま
川
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
伝
わ
り

す

。

山

方

は

、

差

別

の

解

消

で

な

く

、

偏

見

に

川
満
ち
た
差
別
を
助
長
す
る
内
容
の
も
の

元
来
わ
が
国
に
は
、
成
人
し
て
か
ら
一
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
「
勉
強
す
る
し
こ
と
を
尊
ぶ
国
民
性
一
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
同
和
問
題
に
対

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
下
地
の
上
に
川
し
て
誤
っ
た
認
識
を
伝
え
る
雰
囲
気
の

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
機
能
を
整
備
川
家
庭
が
あ
っ
た
の
で
は
、
学
校
や
社
会

充
実
さ
せ
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
、
川
に
お
い
て
同
和
教
育
が
叫
ば
れ
実
施
さ

自
己
向
上
の
た
め
に
よ
り
努
力
を
重
ね
川
れ
て
も
、
偏
見
は
根
強
く
残
っ
て
い
く

る
こ
と
で
、
真
に
望
ま
し
い

J
一
子
習
社
川
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
家

会
H

が
で
き
土
が
る
の
で
は
な
い
で
し
…
庭
に
お
い
て
、
親
の
姿
勢
や
考
え
方
が

ょ

う

か

。

川

大

き

な

問

題

と

な

る

の

で

す

。

豊

か

な

差
別
の
伝
承

家
庭
づ
く
り
と
同
和
問
題
③

生
活
文
化
の
言
い
伝
え
は
大
切
に
さ
れ

る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
差
別
の
伝
承

だ
け
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
が
、
家
庭

に
お
け
る
同
和
教
育
の
第
一
歩
な
の
で

す。
こ
の
こ
と
は
、
同
和
問
題
に
限
ら
ず

人
権
尊
重
の
輪
を
広
げ
、
正
し
い
も
の

の
見
方
や
考
え
方
を
つ
く
っ
て
い
く
上

に
お
い
て
も
、
家
庭
の
姿
勢
が
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

亡
ア
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

一

⑮

7

7

0

0

一
「
大
洲
の
歴
史
の
散
歩
道
」

一
昨
年
の
十
二
月
一
日
か
ら
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
中
江
藤
樹

先
生
の
足
跡
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

」

9
ほ
ぽ
十
日
に
一
度
内
容
を
変
え
、

藤
樹
先
生
の
歴
史
を
説
明
し
て
い
ま

す。
こ
れ
か
ら
の
予
定
は
、

6
月
1
日
i
m
日
帰
省
の
決
心

6
月
日
日

l
m
日
大
洲
を
去
る

6
月
幻
日

1
初
日
心
豊
か
に
母
に

仕
え
る

大
洲
の
偉
大
な
宮
人
の
足
跡
を
勉

強
さ
れ
た
い
人
な
ど
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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ずおお広報

市畏杯争奪ママさん

バレーボール大:金

三う
父の86月16日

四
月
二
十
一
日
、
北
中
体
育
館
に
わ

い
て
、
市
長
杯
争
奪
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
市
長
杯
は
肱
南
ク
ラ

ブ
E
が
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

今
回
は
十
四
チ
l
ム
、
百
七
十
名
が

参
加
し
て
日
ご
ろ
き
た
え
た
自
慢
の
腕

を
発
揮
し
ま
し
た
。

前
年
度
優
勝
し
た
大
洲
ク
ラ
ブ
が
優

勝
杯
を
返
還
し
た
後
、
藤
ク
ラ
ブ
の
キ

ャ
プ
テ
ン
、
佐
々
木
登
代
子
さ
ん
が
選

手
宣
誓
を
し
、
試
合
が
開
始
さ
れ
ま
し

た。
家
族
が
声
援
す
る
中
、
マ
マ
さ
ん
選

手
た
ち
が
、
右
に
左
に
ボ
1

ル
を
追
っ

て
力
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

激
戦
の
結
果
、
優
勝
チ

i
ム
、
二
位
、

三
位
チ
!
ム
は
次
の
と
わ
り
に
な
り
ま

し
た
。

頂
位

優
勝
肱
南
ク
ラ
ブ

H

二
位
大
洲
ク
ラ
ブ

三
位
菅
田
ク
ラ
ブ

郵
便
私
書
箱

の
ご
利
周
を

郵
便
私
書
箱
を
ご
利
用
に
な
る
と

山
郵
便
私
書
箱
へ
の
配
達
は
、
郵
便

物
が
到
着
す
る
都
度
行
い
ま
す
の
で
、

早
く
h

お
受
け
取
り
に
な
れ
ま
す
。

間
郵
便
局
の
窓
口
時
間
内
で
あ
る
な

ら
、
都
合
の
よ
い
時
刻
に
自
由
に
わ

受
け
取
り
に
な
れ
ま
す
。

手
続
き

私
書
箱
利
用
の
手
続
き
は
、
配
達
を

受
け
持
つ
郵
便
局
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
私
書
箱
の
利
用
料
金
は
特

別
の
場
合
を
除
き
無
料
で
す
。

利
用
の
仕
方

郵
便
物
の
お
受
け
取
り
は
、
専
用
の

か
ぎ
を
お
渡
し
し
ま
す
。
相
手
の
方

に
自
分
の
私
書
箱
番
号
を
お
知
ら
せ

に
な
れ
ば
、
私
書
箱
か
ら
直
接
お
受

け
取
り
で
き
ま
す
。

ad
、SJ
、aJ3J
、ad
、aJ
、S
J
3唱
a
《河
4
a
d
、m喝
aJ3J
、a
《河ぷ、
s
‘a《渇
4aJ
、34ad
、aJ
、ad
、冷4
3
J
I
J
、S
4
4
4
3
d
、ad
、a
J
3
J
3
4ョ
4
4
J
3
J
3
J
3
J
1
J
、、4
a喝
44d4S435も
SJ
、ed--J3《
qJ
、a
J
3
J
1
4
3
t
d屯
td
、d唱
dJ3J
、asgJ3J
、ad
、qd
、34
、ad
、4
4
a
J
3
J
3
J
3
J
、

た
。
初
め
て
な
の
で
珍
し
か
っ
た
の
を
、
に
特
に
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か

覚

え

て

い

ま

す

。

く

み

ん

な

体

に

気

を

つ

け

て

、

健

康

で

V
大
洲
の
言
葉
は
優
し
く
聞
こ
え
ま
す
。
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

た
だ
、
お
年
寄
の
方
と
会
話
す
る
時
、

ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
o

v大
洲
で
不
便
な
点
は
、
私
が
免
許
を

持
っ
て
い
な
い
た
め
主
人
と
一
緒
に
週

一
回
し
か
買
物
に
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
道
路
が
狭
い
で
す
ね
。

亨
子
供
は
、
長
女
舞
美
(
三
歳
)
と
次

女
寿
美

(
0
歳
)
の
二
人
で
す
。
主
人

V
生
ま
れ
は
、
北
海
道
の
室
蘭
市
で
す
。

海
辺
に
あ
っ
て
、
工
業
都
市
で
す
o

v大
洲
に
は
昭
和
五
十
六
年
に
来
て
、

今
年
で
五
年
め
に
な
り
ま
す
。
初
め
て

き
た
時
の
印
象
は
、
古
い
街
並
で
す
こ

し
暗
い
か
ん
じ
が
し
ま
し
た
。

V
主
人
と
は
、
学
生
の
と
き
に
同
じ
と

こ
ろ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

V
大
洲
の
む
し
暑
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

北
海
道
は
、
一
二
十
度
を
こ
え
る
日
が
一

日
か
二
日
ぐ
ら
い
し
か
な
い
の
に
こ
ち

ら
で
は
連
日
暑
い
で
す
ね
。

V
花
火
大
会
の
時
、
う
か
い
を
見
ま
し
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新
刊
図
書
案
内

表

と

裏

土

居

健

郎

著

歴
史
資
料
保
存
機
関
総
覧

東
日
本
・
西
日
本

地
方
史
研
究
協
議
会
編

決
定
版
昭
和
史
加
巻
(
完
結
)

毎
日
新
聞
社

奈
良
・
京
都
の
古
寺
め
ぐ
り

水
野
敬
三
郎
著

万

国

博

覧

会

吉

田

光

邦

著

カ
タ
ル

i
ニ
ア
讃
歌
堀
田
善
衛
著

日
本
の
食
生
活
必
聞
き
書
長
崎
の

食

事

月

川

雅

夫

他

編

地
震
・
プ
レ
ー
ト
陸
と
海
深
尾
良
夫
著

た
た
か
い
は
い
の
ち
果
で
る
日
ま
で

向
井
承
子
著

単
位
の
小
事
典
高
木
仁
三
郎
著

新
潮
日
杢
栄
一
子
ア
ル
バ
ム

(
森
鴎
外
・
樋
口
一
葉
・
斎
藤
茂
吉
)

ゴ

ッ

ホ

紀

行

粟

津

則

雄

著

パ
l
ボ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト

沢
木
耕
太
郎
著

大
岡
昇
平
填
谷
推
高
二
つ
の
同
時
代

史

大

岡

昇

平

・

埴

谷

雄

高

著

忠
臣
蔵
と
は
何
か
丸
谷
才
一
著

天

路

の

奈

落

大

西

巨

人

著

敢
石
と
倫
敦
ミ
イ
ラ
殺
人
事
件

島
田
荘
司
著

冥
府
回
廊
上
・
下
杉
本
苑
子
著

真

実

の

瞬

間

赤

川

次

郎

著

終

着

駅

結

城

昌

泊

著

追
跡
一
枚
の
幕
末
写
真
鈴
木
明
著

西
遊
記
の
秘
密
中
野
美
代
子
著



ず

三世代交流ゲートボール大会
4月14日に旧北 中 グ ラ ウ ン ド に お い て 三 世 代交

流のゲートボール大会がありました。

晴天の中、汗をか き な が ら 若 い 人 も お 年 寄 りの

人も一生けんめいボールを追ってプレーしていま

おお広報

臥 龍 山 荘 の 渡 し 船
水郷情緒を味わえる渡し舟が4月 1日から 10月

31日までの日曜と祝祭日に、 10時 -16時の間運行

されます。料金は片道大人50円、小供30円です。

なお、貸し切り(2時間)の場合は平日でも運行

します。料金は 7千円です。申し込みは観光協会

⑫2664か国民宿舎臥龍苑⑪3133まで。
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草柳大蔵講演会
大洲ライオンス、クラフ25周年記念講演

草柳大蔵氏の講演会が 4月14日
市民会 館 で 6時からおこなわれま
した。この講演は大洲ライオンズ

クラブの25周年を記念して聞かれ

たものです。

草柳大蔵氏は、「これからの社会

と日本人」について講演いたしま
した。
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国際青年年・地域討論会
4月29日に、国際青年年のキャラパン隊が、大

iJHでキャンベーン活動を行いました。午後 l時か
らの地域討論会では、青年団やVYSなどから参

加した大洲市の若人らが、大洲市の問題点やその

打開策について話し合い、その中で青年がどのよ

うに社会参加するかを熱心に討議しました。
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